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全
盛
期
の
ロ
ー
マ
帝
国
に
生
き
た
ス
エ
ト
ニ
ウ

ス
（
紀
元
七
〇
年
ご
ろ
～
一
三
〇
年
ご
ろ
）
は
、

多
方
面
に
わ
た
る
著
述
活
動
を
行
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
『
名

士
伝
』
の
ご
く
一
部
と
こ
の
『
ロ
ー
マ
皇
帝
伝
』

に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
『
ロ
ー
マ
皇
帝

伝
』
こ
そ
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
伝
記
文
学
の
模
範

と
し
て
古
代
末
期
や
中
世
の
著
作
家
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
現
代
に
至
る
ま
で
非
常
に
よ

く
読
み
継
が
れ
て
き
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
原
題
は
『
カ
エ
サ
ル
た
ち
の
伝
記
　
八

巻
』
で
あ
り
、
か
の
シ
ー
ザ
ー
（
ユ
リ
ウ
ス
・
カ

エ
サ
ル
）
の
伝
記
を
そ
の
第
一
巻
に
収
め
、
次
い

で
第
二
巻
に
通
例
初
代
ロ
ー
マ
皇
帝
と
さ
れ
る
ア

ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
伝
記
を
配
し
、
以
下
年
代
順
に
、

第
三
巻
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
、
第
四
巻
カ
リ
グ
ラ
、

第
五
巻
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝
、
第
六
巻
ネ
ロ
の
各

各
の
伝
記
を
載
せ
て
い
る
。
第
七
巻
は
ネ
吟
興

（
紀
元
六
八
年
）
後
の
内
乱
時
の
三
皇
帝
を
、
第

八
巻
は
六
九
～
九
六
年
に
君
臨
し
た
フ
ラ
ウ
ィ
ウ

ス
朝
の
三
皇
帝
を
扱
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
シ
！

ザ
ー
よ
り
ネ
ロ
ま
で
の
六
巻
と
残
り
の
二
巻
と
の

間
に
は
、
各
皇
帝
の
取
り
扱
い
に
著
し
い
量
的
な

差
が
あ
る
。

　
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
第
二
番
目

の
支
配
階
層
で
あ
る
騎
士
身
分
の
出
身
で
あ
り
、

ま
た
出
生
地
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
発
見
さ
れ

た
碑
文
の
銘
の
研
究
に
よ
っ
て
、
今
日
で
は
興
浜

ヌ
ミ
デ
ィ
ア
（
北
ア
フ
リ
カ
）
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
首
都
ロ
ー
マ
市
で
最

高
度
の
教
育
を
受
け
た
よ
う
で
あ
り
、
と
く
に
法

律
の
知
識
を
得
て
法
延
で
活
躍
し
た
ら
し
い
。
そ

し
て
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
と
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の

も
と
で
皇
帝
の
書
記
的
な
職
務
に
就
い
た
。
こ
の

職
歴
は
彼
に
伝
記
を
書
く
た
め
の
重
要
な
材
料
を

提
供
し
た
。
皇
帝
の
も
と
に
保
管
さ
れ
て
い
る
様

様
な
資
料
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
の
布
告
や
日
誌
、
書
簡
な
ど

が
伝
記
の
中
に
し
ば
し
ぼ
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は

そ
の
結
果
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
古
代
末
期
に
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
の
作

品
を
模
倣
し
て
書
か
れ
た
史
書
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
・

ア
ウ
グ
ス
タ
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
　
＝
一
二
年
に

ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
彼
の
バ
ト
ロ
ソ
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
近
衛
隊
長
セ
プ
テ
ィ
キ
ウ
ス
・
ク
ラ
ル
ス

ら
と
と
も
に
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
そ
の

職
務
か
ら
更
迭
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
事
件
に
よ

っ
て
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
伝
記
を
書
く
た
め
に
必

要
な
資
料
を
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
に
ふ
れ
た
第
一
～
第
六
巻

ま
で
と
第
七
、
八
巻
と
の
各
皇
帝
伝
の
量
的
骨
違

の
原
因
を
一
部
こ
こ
に
帰
す
る
学
者
も
多
い
の
で

あ
る
。

　
彼
の
伝
記
記
述
の
あ
り
方
は
、
第
一
に
そ
こ
で

取
り
扱
う
人
物
の
家
柄
、
誕
生
か
ら
述
べ
、
皇
帝

に
即
位
す
る
ま
で
の
経
過
が
続
い
て
語
ら
れ
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
即
位
後
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
美
徳
と
な
る
点
、
次
い
で
悪
徳
で
あ
る
点
が

各
々
整
理
し
て
書
か
れ
、
最
後
に
死
に
至
る
ま
で

の
過
程
や
容
姿
な
ど
が
語
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
の
史
料
と
し
て
の

価
値
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
扱
っ
て
い
る
人

物
に
関
し
て
は
、
最
も
古
い
シ
ー
ザ
ー
と
ア
ウ
グ

ス
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
キ
ケ
ロ
や
詩

人
た
ち
の
作
品
、
そ
し
て
シ
ー
ザ
ー
自
身
の
文
章
、

あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
史
書
な
ど
が
存
す

る
。
ま
た
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
よ
り
六
九
年
内
乱

時
に
至
る
ま
で
、
即
ち
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
『
ロ
ー
マ

皇
帝
伝
』
の
第
三
～
七
巻
に
相
当
す
る
時
期
に
つ
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い
て
も
、
歴
史
象
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
諸
作
品
が

一
部
の
欠
損
を
除
き
一
よ
り
正
確
な
情
報
を
与

え
て
い
る
。
従
っ
て
、
最
後
の
第
八
巻
が
、
今
日

残
存
す
る
他
史
料
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
あ
る
い

は
同
時
代
史
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
重

要
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ

う
に
、
こ
の
巻
の
記
述
は
、
量
的
側
面
の
み
み
て

も
充
分
と
は
い
え
な
い
。

　
記
述
内
容
は
ど
う
か
。
豊
富
な
資
料
を
利
用
し

て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
巻
に
は
、
数
多
く
の
引

用
や
諸
説
の
紹
介
と
批
判
が
あ
っ
て
甚
だ
学
問
的

で
あ
り
、
ま
た
著
者
自
身
が
初
め
て
発
見
し
た
事

項
も
み
う
け
ら
れ
て
貴
重
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

皇
帝
の
伝
記
で
あ
る
と
い
う
構
成
上
、
帝
国
の
全

般
的
な
制
度
や
諸
地
域
の
様
子
は
ご
く
必
要
な
限

り
で
し
か
ふ
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
の
記
述
も
怪
し

い
と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、

元
老
院
議
員
の
財
産
資
格
の
記
述
（
第
二
巻
四
一
）

な
ど
、
他
史
料
の
与
え
る
情
報
と
の
齪
齢
を
生
じ

さ
せ
て
学
界
の
論
議
を
生
み
出
す
原
因
に
な
っ
て

い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
一
人
の
皇
帝
の
ま
ず
美

徳
を
取
り
上
げ
次
い
で
悪
徳
を
書
き
並
べ
る
彼
の

叙
述
の
あ
り
方
は
、
読
む
者
に
各
区
ー
マ
皇
帝
た

ち
が
『
ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
の
主
人
公

の
如
く
に
み
え
、
一
人
の
愚
問
の
中
で
そ
の
両
面

を
如
何
に
整
合
的
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
当
惑

さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
か
の
カ
リ

グ
ラ
帝
に
つ
い
て
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
ま
ず
、
こ

の
皇
帝
が
入
々
に
対
し
て
寛
大
に
振
舞
い
、
暗
殺

の
密
告
書
は
提
出
さ
れ
て
も
受
理
せ
ず
、
ま
た
前

帝
時
代
に
中
断
し
て
い
た
国
家
統
治
の
現
状
報
告

書
を
公
開
し
、
昔
の
民
会
の
制
度
を
復
活
さ
せ
て

民
衆
に
選
挙
権
を
返
そ
う
と
試
み
た
こ
と
な
ど
を

語
る
。
と
こ
ろ
が
、
ニ
芝
之
か
ら
は
「
怪
物
」
と

し
て
の
カ
リ
グ
ラ
を
語
る
。
彼
は
、
自
己
を
神
と

し
て
祀
ら
せ
、
妹
た
ち
全
都
と
近
親
相
姦
を
犯
し
、

様
々
な
階
履
の
人
々
を
極
め
て
残
酷
な
手
段
で
殺

し
た
。
穀
物
倉
の
扉
を
閉
め
て
民
衆
を
餓
え
で
苦

し
め
、
誰
を
処
刑
す
る
と
き
も
「
い
ま
自
分
は
死

に
つ
つ
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
る
よ
う
（
間
断
な
く

小
刻
み
に
）
突
き
刺
せ
」
と
命
令
し
て
い
た
と
。

　
し
か
し
、
以
上
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
側
面
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
画
白
い
。
タ
キ
ト

ゥ
ス
の
『
年
代
記
』
（
同
じ
訳
者
で
岩
波
文
庫
に

所
収
）
の
面
白
さ
と
は
ま
た
性
格
の
異
な
る
面
白

さ
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

　
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
各
皇
帝
の
誕
生
や
死
に
つ
い

て
超
自
然
的
な
前
兆
や
星
占
い
な
ど
を
多
く
語
り
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
話
、
卑
罪
な
話
を
好
ん
で
集

め
て
い
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
如
き
冷
徹
な
批
判
精

神
は
ず
っ
と
後
退
し
て
、
全
く
無
責
任
・
無
批
判

な
お
し
ゃ
べ
り
が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

学
者
た
ち
に
よ
っ
て
彼
が
夙
に
「
好
色
家
し
「
中

傷
家
」
と
い
わ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
。
だ
が
、

制
度
や
政
治
思
想
に
つ
い
て
充
分
で
は
な
く
て
も
、

ロ
ー
マ
人
上
層
部
の
生
活
意
識
・
倫
理
観
・
迷
信

・
性
生
活
あ
る
い
は
服
飾
な
ど
に
つ
い
て
は
実
に

良
い
情
報
源
で
あ
る
。
「
社
会
史
」
が
定
着
し
て

い
る
今
日
、
訳
老
も
解
題
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う

に
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
を
「
社
会
史
」
的
記
述
の
先

駆
と
み
な
そ
う
と
す
る
学
者
た
ち
が
出
て
く
る
の

も
当
然
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
史
に
関
し
て
こ
う
し

た
興
味
を
持
つ
者
に
と
っ
て
、
訳
者
の
雷
葉
を
借

り
れ
ば
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
は
ま
さ
に
「
う
っ
と
り

と
す
る
が
ら
く
た
の
宝
庫
」
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
地
中
海
世
界
を
統
治
し
た

か
の
ロ
ー
マ
皇
帝
た
ち
の
幾
人
か
が
、
頭
髪
の
薄

さ
で
悩
み
、
持
病
に
苦
し
ん
で
い
た
の
を
読
む
時
、

国
領
・
政
治
的
事
件
や
宗
教
関
係
の
叙
述
で
は
理

解
で
き
な
い
皇
帝
の
人
間
味
に
接
す
る
こ
と
も
出

来
よ
う
。

　
『
β
ー
マ
皇
帝
伝
』
の
邦
訳
は
ご
く
一
部
に
つ

い
て
以
前
に
も
存
し
た
が
、
こ
の
た
び
完
訳
さ
れ
、

入
手
し
や
す
い
岩
波
五
塵
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
は

150　（318）



介紹

ま
こ
と
に
慶
ば
し
い
。
訳
は
時
に
思
い
き
っ
た
意

訳
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
、
読
者
に
読
み
や
す
く
と
配
慮
し
、
ま
た
ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
の
伝
記
の
参
考
資
料
と
し
て
『
神
君

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
録
』
を
あ
わ
せ
て
訳
出

・
添
付
さ
れ
た
訳
老
国
原
氏
の
労
を
多
と
し
た
い
。

巻
末
の
訳
者
に
よ
る
解
題
は
研
究
者
に
と
っ
て
も

有
益
で
あ
る
。
こ
の
紹
介
文
も
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
の

域
を
あ
ま
り
出
て
い
な
い
。

　
本
書
を
読
む
者
は
、
同
じ
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
人

プ
ル
タ
ー
ク
の
有
名
な
『
英
雄
伝
』
と
は
一
味
違

っ
た
「
ロ
ー
マ
人
」
の
伝
記
作
品
の
心
髄
に
ふ
れ

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
文
庫
版
ω
　
三
三
九
頁
　
一
九
八
六
年
八
月

　
　
　
五
五
〇
円
的
　
四
一
一
三
頁
　
　
九
八
六
年
九

　
　
　
月
　
六
〇
〇
円
　
岩
波
門
店
）

　
　
　
　
　
（
南
川
高
志
　
京
都
大
学
文
学
部
助
手
）

　
　
　
受
贈
図
書

　
　
（
一
九
八
六
年
五
月
二
三
日
～
八
月
一
二
日
）

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）
　
一
二
九

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
）
　
一
〇
－
四

鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
　
一

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
大
学
社
会
学
会
）
　
二
七

韓
国
史
研
究
彙
報
（
国
史
編
纂
委
員
会
）
　
五
二

　
五
三

八
幡
大
学
論
集
（
八
幡
大
学
説
経
学
会
）
　
三
六

　
－
四
、
三
七
－
一
・
二
合
併
号

窟
士
論
叢
（
富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
）
　
三

　
一
一
一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
日
本
思
想
史
学
研

　
究
室
）
　
一
八

史
友
（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）
　
一
八

人
文
科
学
論
集
（
鹿
児
島
大
学
文
学
部
）
　
二
〇

白
山
史
学
（
東
洋
大
学
白
山
史
学
会
）
　
二
二

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
　
三
九

匹
諾
上
溝
Φ
郎
窪
目
ρ
安
国
①
三
①
≦
（
立
命
館
大
学
）

　
一
皇
学
館
史
学
（
皇
学
館
大
学
史
学
会
）
　
一

皇
学
館
大
学
紀
要
　
二
四

〇
〇
ω
レ
自
O
》
（
京
都
外
国
語
大
学
）
　
　
一
五

龍
野
市
史
（
龍
野
市
総
務
課
市
史
編
纂
係
）
七

東
洋
文
化
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
　
六

　
六
民
族
研
究
（
北
京
民
族
研
究
所
）
　
二
、
三

学
術
研
究
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
）
　
三
四

横
須
賀
市
博
物
館
研
究
報
告
（
横
須
賀
人
文
博
物

　
館
）
　
二
九

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
六

　
四
、
六
五

海
南
史
学
（
高
知
大
学
高
知
海
南
史
学
会
）
　
二

　
四
鹿
児
島
経
大
論
集
（
鹿
児
島
経
大
経
済
学
部
学
会
）

　
二
七
i
二

人
文
研
究
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